
HBBO+型堰堤 横ビーム着脱機能によって迅速に除石作業が完了

技術トピックス

2026年1月にHBBO+型砂防堰堤の部材を部分的に取外し、除石した事例をご紹介します。

■土砂堆積状況

堆積している土砂の大部分については、2023年7月12日の線状降水帯

による豪雨により、上流域の不安定土砂が流出・捕捉されたと考えられ

ます。今回の除石作業において、透過部の天端を確認したところ、横

ビームやジョイントスペーサーに浸水痕跡が認められ、ピーク時には越

流するほどの水量であったことが推察されます。捕捉状況については、

まず長さ2〜4m（径0.4m程度）の流木が捕捉され、その後に土砂（一部

0.7m程度の巨礫を含む）が堆積したと考えられます。

2025年9月の確認時までに透過部の底版から2.8ｍ高まで土砂が堆積し

ていました。
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■部材再設置〜工事完了

部材（横ビーム６本、ジョイントスペーサー5

基）の再設置は、上流側に足場を設置したうえで、

取外し時とは逆の手順で実施し、3時間ほどで安

全に完了しました。

■部材取外し

現場では左岸堰堤天端にクレーンを据え付け、ミニバックホウを上流側へ

吊り降ろして右岸側への瀬替えを実施。その後、スリット下流側左岸の堆砂

上に車両乗り入れ用の盛土と、上流側に足場を設置して部材の取外しを開始。

横ビーム6本およびジョイントスペーサー5基の撤去作業を、約2時間で安全

に完了しました。

HBBO＋型の部材に損傷はなかったため、取り外した部材は洗浄後、再設

置することとなりました。天端の横ビーム以外は部材内に土砂が入っていた

ことからも、越流時水深はスリット天端近くまで上がっていたと考えられま

す。 横ビーム

ジョイントスペーサー

機能部材取外しの様子

■除石〜土砂搬出

除石は計画通り約10日間で完了しました。日当た

り最大搬出量は100㎥（10tダンプトラック5台×5㎥

×4回）、県内の指定箇所地へ搬出されました。

部材再設置後、下流側の車両乗り入れ用盛土を撤去し、今回の除石が完了しました。HBBO+型砂防堰

堤の部分的な部材の取外しから土砂の搬出、再設置までを動画にしましたので、是非ご覧ください。

HBBO+型砂防堰堤は部材を部分的に

脱着することで、迅速かつ効率的に除

石作業を行えることが実証されました。

管理用道路の整備が難しい場所におい

ても容易に維持管理を行える点が大き

なメリットとなっています。
こちらの二次元コードから、

動画をご覧頂けます。

動画時間1分21秒

動画には音が含まれています。

機能部材再設置完了

除石の様子 土砂搬出

横ビーム再設置

今回取外した部材

https://youtu.be/bHyOfnXQP80

